




















置にある。海岸線長は 2,091 ㎞であり，総面積は 1,879,287 km²で，北海道・九州・本州
の 4 島の中で最も小さい。 
年間平均気温はそれぞれの県庁所在地で，徳島市 16.3℃，高松市 16.3℃，松山市 16.4℃，
高知市 16.9℃となっており，四国全域での気温差はあまり見られない。しかし，年間降水
量では，徳島市 1,453.8mm，高松市 1,082.3mm，松山市 1,314.9mm，高知市 2,547.5mm
と，上記のように気候の違いから降水量の差がみられる。 
 四国の総人口は 2010 年現在で，3,977,282 人で世帯数は 1,605,565 戸である。2005 年
と比較すると，四国 4 県全てで人口は減少しており，総人口も 109,175 人減少している。
愛媛県や高知県では，3 万人を超える人口減少となっている。 
 交通面では，四国と本州をつなぐ交通手段としては陸路・海路・空路の 3 ルートがある。 
陸路は 3 つのルートがある。まず 1 つは，1988 年に開通し，岡山・香川間を 1 時間で
結ぶ，瀬戸中央自動車道の瀬戸大橋（児島・坂出ルート）である。次に 1998 年に開通し，
神戸・徳島間を 1 時間 30 分で結ぶ神戸淡路鳴門自動車道の明石海峡大橋（神戸・鳴門ル
ート）である。最後に，1999 年に開通し，広島・愛媛間を 3 時間で結ぶ西瀬戸自動車道
の瀬戸内しまなみ海道（尾道・今治ルート）である。これらの 3 路線を，本州四国連絡道
路と総称しており，本州・四国間の移動に利用されている。瀬戸大橋が開通した 1988 年
には，香川県における県外観光者の入込数が前年の 4,904,000 人から 10,351,000 人と倍増
している。また，明石海峡大橋や瀬戸内しまなみ海道の開通時にも，同様に県外観光客数
が増加している（図 2）。このことからも，陸路は現在重要な役割を果たしている。この他，




18 時間，大阪・徳島間が和歌山港経由で約 3 時間，福岡・松山間が約 7 時間である。空路
は，四国の目的地によって多少の時間差がある。東京・徳島間を 1 時間 30 分，福岡・徳
島間を 1 時間で結んでいる。 
 
 
図 1 四国 4 県の県外観光者の入込数推移（1997 年～2010 年） 




寺院，88 カ所を巡るというものである。遍路道は全長 1,400 ㎞あり，徒歩（男子健脚基準）
で約 40 日の日数が必要となる壮大な巡礼の旅である。四国遍路における寺院は「札所」
と呼ばれ，それぞれに 1 番から 88 番まで番号がついている。四国 88 カ所の札所は，4 県
それぞれに分布しており，1 番から 23 番が徳島県，24 番から 39 番が高知県，40 番から
64 番が愛媛，66 番から 88 番が香川県となっている。 



































最小催行人数・宿泊日数・所要月数である。1 回に巡る札所の数では，表 2 が示すとおり
JTB の発行する観光ツアーは，名古屋発で日帰り 5 カ所を巡る回から 2 泊 3 日 19 カ所を
巡るものまで用意されている。一方，阪急交通社の発行する観光ツアーでは，大阪・兵庫・
奈良など関西一円から観光ツアーが出ており，また全ての観光ツアーが日帰りか 1 泊 2 日
である。そのため，1 回の観光ツアーで巡る札所の数は，3 カ所から 11 か所と JTB の観
光ツアーと比較しても少なくなっている。クラブツーリズムの観光ツアーは，東京発の全
１回で 88 カ所全てを巡りきる観光ツアーや，全 6 回にわけた観光ツアーがある。全 6 回
の観光ツアーは日数の関係上，他 2 社の 1 回に巡る札所の数よりも多い。1 回平均 17 札
所を巡り，5 回で 88 カ所を満願する。そして最終回では，和歌山の高野山にてお勤め参列
を行う。このため 6 回目に巡る札所の数は 0 となる。なお，最終 6 回以外は全て 2 泊 3 日
の観光ツアーであり，1 回にかかる平均料金も他のツアーと比較して割高になっている。
88 カ所全ての札所を巡礼する所要日数は，最短がクラブツーリズム全 1 回で満願の観光ツ







ウェイを利用している。12 番札所～13 番札所や 27 番札所～28 番札所まで，立地の関係
上タクシーを利用することもある。このタクシーとロープウェイは全ての旅行会社が移動
手段とし設定している。 
1 ヶ月の平均開催日数は JTB が 5 日，阪急交通社が 9 日，クラブツーリズムが 1 日と旅
行会社によって大きく異なった。一方で，ツアーの最小催行人数はクラブツーリズムの全
1回で満願するものが 15人，残りのツアーは全て 30人で催行されるという結果であった。 
今回の比較で取り扱った多くのツアーがバスを利用した巡礼を提示しており，本州四国
連絡道路の開通による交通網の発達が，四国遍路をより活性化させたことが読み取れる。
しかし，その反面歩き遍路のみでのツアーの取り扱いは，わずか 1 社であった。 
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10 トップツアー 1,145  
出所）観光庁 HP（http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/toriatsukai.html 2015 年 12 月 15 日アク
セス）より作成 
 
表 2 ツアー比較 
ツアー名 JTB（順打ち） JTB（逆打ち） 阪急交通社 クラブツーリズム（全1回） クラブツーリズム（全6回）
出発地 名古屋 名古屋 大阪 東京 東京
金額(円) 6,980～62,800 25,800～62,800 3,980～32,980 365,000～373,000 63,800～79,800
バス，タクシー，新幹線 バス，タクシー，新幹線　 バス，タクシー，ロープウェイ バス，タクシー，飛行機 バス，タクシー，飛行機
ロープウェイ，ケーブルカー ロープウェイ，ケーブルカー ケーブルカー，カーフェリー ロープウェイ，ケーブルカー
月平均開催日数（日） 5 5 9 1 1
最少催行人数（人） 30 30 30 15 30
宿泊日数(日 ) 14 8 11 14 11
所要月数（ヵ月） 9 8 13 1 8
移動手段
 










四国遍路を観光ツアーとして取り扱う旅行会社は，取扱い額上位 10 社中 3 社であった。
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